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「多自然川づくり」の推進について

河川が本来有している生物の良好な成育環境に配慮し、あわせて美しい自然景観を保全

あるいは創出する「多自然型川づくり」については、平成２年の「 多自然型川づくり」「

の推進について （平成２年11月６日建設省河治発第56号、建設省河都発第27号、建設省」

河防発第144号）によりパイロット的に開始された。

その後、平成９年の河川法の改正により、河川環境の整備と保全が河川法の目的として

位置づけられ、これを受けて平成９年に改訂された河川砂防技術基準（案）では「河道は

多自然型川づくりを基本として計画する」とされ、すべての川づくりにおいて多自然型川

づくりを実施することが標準とされている。

これらの取組の下、多自然型川づくりが定着しつつある一方で、依然として、画一的な

標準横断形での河道計画や、河床や水際の単調化など、課題の残る川づくりも多く見られ

ている。

このため 「 多自然型川づくり」レビュー委員会」を設立し、多自然型川づくりのこれ、「

までの取組と課題について整理し、これからの川づくりの目指すべき方向性を明らかにし

、 。た上で その推進のために実施すべき施策について提言を行っていただいたところである

委員会の提言を踏まえ、特別なモデル事業であるかのような誤解を与える「多自然型川

づくり」から脱却し、普遍的な川づくりの姿としての「多自然川づくり」へと展開するこ

ととした。今後 「多自然川づくり」をすべての河川における川づくりの基本とし、課題、

の残る川づくりを解消し さらに川づくり全体の水準の向上を図るため 別添のとおり 多、 、 「

」 。 、 、自然川づくり基本指針 を定めたので通知する 貴職におかれては 本基本指針に基づき

次世代に恵み豊かな河川を引き継ぐための取組に万全を期されたい。

、「「 」 」（ 、なお 多自然型川づくり の推進について 平成２年11月６日建設省河治発第56号

建設省河都発第27号、建設省河防発第144号）は廃止する。
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「多自然川づくり」の推進について

河川が本来有している生物の良好な成育環境に配慮し、あわせて美しい自然景観を保全

あるいは創出する「多自然型川づくり」については、平成２年の「 多自然型川づくり」「

の推進について （平成２年11月６日建設省河治発第56号、建設省河都発第27号、建設省」

河防発第144号）によりパイロット的に開始された。

その後、平成９年の河川法の改正により、河川環境の整備と保全が河川法の目的として

位置づけられ、これを受けて平成９年に改訂された河川砂防技術基準（案）では「河道は

多自然型川づくりを基本として計画する」とされ、すべての川づくりにおいて多自然型川

づくりを実施することが標準とされている。

これらの取組の下、多自然型川づくりが定着しつつある一方で、依然として画一的な標

準横断形での河道計画や、河床や水際の単調化など、課題の残る川づくりも多く見られて

いる。

このため 「 多自然型川づくり」レビュー委員会」を設立し、多自然型川づくりのこれ、「

までの取組と課題について整理し、これからの川づくりの目指すべき方向性を明らかにし

、 。た上で その推進のために実施すべき施策について提言を行っていただいたところである

委員会の提言を踏まえ、特別なモデル事業であるかのような誤解を与える「多自然型川

づくり」から脱却し、普遍的な川づくりの姿としての「多自然川づくり」へと展開するこ

ととした。今後 「多自然川づくり」をすべての河川における川づくりの基本とし、課題、

の残る川づくりを解消し さらに川づくり全体の水準の向上を図るため 別添のとおり 多、 、 「

自然川づくり基本指針」を定めたので参考までに送付する。貴職におかれては、本基本指

針に基づき、次世代に恵み豊かな河川を引き継ぐための取組を積極的に推進されるようお

願いするとともに、管内市区町村に対し、本通知について周知方お願いする。

、「「 」 」（ 、なお 多自然型川づくり の推進について 平成２年11月６日建設省河治発第56号

建設省河都発第27号、建設省河防発第144号）は廃止する。



（別添）

多自然川づくり基本指針

１ 「多自然川づくり」の定義

「多自然川づくり」とは、河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史

・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多

様な河川景観を保全・創出するために、河川管理を行うことをいう。

２ 適用範囲

「多自然川づくり」はすべての川づくりの基本であり、すべての一級河川、二級河川

及び準用河川における調査、計画、設計、施工、維持管理等の河川管理におけるすべて

の行為が対象となること。

３ 実施の基本

(１)川づくりにあたっては、単に自然のものや自然に近いものを多く寄せ集めるのでは

なく、可能な限り自然の特性やメカニズムを活用すること。

(２)関係者間で４に示す留意すべき事項を確認すること。

(３)川づくり全体の水準の向上のため、以下の方向性で取り組むこと。

ア 河川全体の自然の営みを視野に入れた川づくりとすること。

イ 生物の生息・生育・繁殖環境を保全・創出することはもちろんのこと、地域の暮

らしや歴史・文化と結びついた川づくりとすること。

ウ 調査、計画、設計、施工、維持管理等の河川管理全般を視野に入れた川づくりと

すること。

４ 留意すべき事項

その川の川らしさを自然環境、景観、歴史・文化等の観点から把握し、その川らしさ

ができる限り保全・創出されるよう努め、事前・事後調査及び順応的管理を十分に実施

すること。

また、課題の残る川づくりを解消するために、配慮しなければならない共通の留意点

を以下に示す。

(１)平面計画については、その河川が本来有している多様性に富んだ自然環境を保全・

創出することを基本として定め、過度の整正又はショートカットを避けること。

(２)縦断計画については、その河川が本来有している多様性に富んだ自然環境を保全・

創出することを基本として定め、掘削等による河床材料や縦断形の変化や床止め等の

横断工作物の採用は極力避けること。

(３)横断計画については、河川が有している自然の復元力を活用するため、標準横断形

による上下流一律の画一的形状での整備は避け、川幅をできるだけ広く確保するよう

。努めること

(４)護岸については、水理特性、背後地の地形・地質、土地利用などを十分踏まえた上

で、必要最小限の設置区間とし、生物の生息・生育・繁殖環境と多様な河川景観の保

全・創出に配慮した適切な工法とすること。



(５)本川と支川又は水路との合流部分については、水面や河床の連続性を確保するよう

努めること。落差工を設置せざるを得ない場合には、水生生物の自由な移動を確保す

るための工夫を行うこと。

(６)河川管理用通路の設置については、山付き部や河畔林が連続する区間等の良好な自

然環境を保全するとともに、川との横断方向の連続性が保全されるよう、平面計画に

柔軟性を持たせる等の工夫を行うこと。

(７)堰・水門・樋門等の人工構造物の設置については、地域の歴史・文化、周辺景観と

の調和に配慮した配置・設計を行うこと。

(８)瀬と淵、ワンド、河畔林等の現存する良好な環境資源をできるだけ保全すること。

５ 調査研究の推進

「多自然川づくり」にあっては、調査、計画、設計、施工、維持管理の各段階におけ

る技術の向上や手法の確立等が必要とされることから、河川管理者等は実際の「多自然

川づくり」の取組等を通じて、それらの調査研究にも努めること。

６ 広報活動の推進

河川管理者は、地域住民や川づくりに関わる者への啓発のため 「多自然川づくり」、

の広報活動に努めること。


